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西小千谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会 



 

 

 

はじめに 

 

中心市街地の集客や賑わい創出において大きな役割を果たしてきた(公財)小千

谷総合病院が移転することになり、かねてより活力が低下しつつある中心市街地

に更なる影響を及ぼすことが懸念されております。 

本委員会ではそのような状況を受け、中心市街地の活力再創出に向けて、病院

跡地の活用に焦点を絞り検討を重ねてまいりました。 

 

これまでに市議会議員との懇談会を含めて計４回の委員会を開催しております。

また、その間、官民連携の先進事例である岩手県紫波町のオガールプラザを視察

し、施設の作り方や運営の方法、担い手の関わり方などについて学び、創意工夫

すれば小千谷市でも同様の取り組みが可能であると確認することができました。

さらに、市民ワークショップを開催し、病院跡地の使い方や過ごし方、関わり方

について幅広い年代の市民の方々からアイデアをいただいており、これらの検討、

取り組みの成果を提言書としてとりまとめております。 

 

本提言書では、中心市街地の現状や市民ニーズから導き出された跡地活用の基

本的方向性などを踏まえ、“図書館を跡地活用の核機能とすること”、“機能(施設)

の複合化によって相乗効果を生み出すこと”を提言の主軸としております。また、

その実現に向けたポイントを先進事例の取り組みなどを参考に提言しております。 

 

市におかれましては、本提言を十分に尊重いただいた上で、西小千谷地区市街

地まちづくり基本計画の策定を進めていただき、中心市街地さらには西小千谷地

区全体の活性化に資する跡地活用の実現に向けてご尽力いただくことを期待いた

します。 

 

 

 

平成２８年３月１日 

西小千谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会 委員長 
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１．検討委員会設置の背景、検討体制、検討経過 

（１）背景 

西小千谷地区の本町一丁目に立地する小千谷総合病院は、その立地特性から中心市街

地の集客や賑わい創出において大きな役割を果たしてきましたが、今回の統合移転によ

り、かねてより活力が低下しつつある中心市街地に更なる影響を及ぼすことが懸念され

ます。 

そのため、本委員会では西小千谷地区の市街地まちづくり基本計画を策定するため、

中心市街地の活力再創出に資する跡地活用のあり方について検討を行いました。 
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（２）検討体制 

検討体制としては、西小千谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会とその補助機

関である幹事会を設置し、跡地活用のあり方について検討を進めました。 

また、検討委員会でとりまとめた跡地活用方針を受け、小千谷市が西小千谷地区市街

地まちづくり基本計画を策定することとなっています。 

 

 

西小千谷地区市街地 

まちづくり基本計画検討委員会 

・学識経験者及び各種団体の代表者等により構成 

委員長 ：澤田雅浩氏（長岡造形大学准教授） 

所属団体：商工会議所、本町商店街振興組合、越後交通㈱、 

社会福祉協議会、青年会議所、㈱北越銀行、 

西小千谷･東小千谷地区の各町内会長協議会等 

・基本計画策定に関する事項について調査及び審議 

幹事会（補助機関） 

・副市長、庁内関係課の課長により構成 

・基本計画策定に必要な調査及び研究を実施 

跡地活用方針 

のとりまとめ 

基本計画 

の策定 小 千 谷 市 
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（３）検討経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１回検討委員会（平成 27 年 7 月 21日開催） 

「跡地活用の基本的方向性の検討」 

第２回検討委員会（平成 27 年 10月 6日開催） 

「導入機能の絞り込み」 

先進地視察（平成 27年 11月 4・5日実施） 

「オガールプラザ(岩手県紫波町)」 

第１回幹事会（平成 27 年 6 月 25日開催） 

第２回幹事会（平成 27 年 10月 1日開催） 

市民ワークショップ（平成 28年 1月 9日開催） 

「こんな図書館あったらいいね！」 

第３回検討委員会（平成 27 年 11月 20日開催） 

「市議会議員との懇談会」 

第３回幹事会（平成 27 年 11月 2日開催） 

第４回検討委員会（平成 28 年 2 月 24日開催） 

「跡地活用方針のとりまとめ」 

第４回幹事会（平成 28 年 2 月 18日開催） 

【事務局】導入機能意向調査、導入可能性調査の実施 
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２．計画対象地の状況等 

（１）敷地の状況 

建物が建っている敷地は、自己所有地と借地に分かれ、敷地の形状としては前面道路

に接しない部分もあります。 

本町駐車場は前面道路に接しているため、まとまった活用が可能です。また、坂下駐

車場はマイカーの利用が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地価公示 

調査地点 

本町駐車場 

坂下駐車場 

N

① 

③ 

④ 
⑤ 

② 平面図 

病院建物 

 

凡   例 

 自己所有地 

 借   地 

 

航空写真 
(出典：yahoo 地図) 

：敷地境界 
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所在地 小千谷市本町１丁目１３－３６周辺 

対象地の面積 小千谷総合病院 全敷地面積：５，６１０．７９㎡（駐車場は除く） 

うち、自己所有地：３，０４４．３７㎡ 

借   地：２，５６６．４２㎡ 

都市計画制限 商業地域（容積率４００％、建ぺい率８０％）、準防火地域 

接道条件 北側：幅員１８ｍ（国道２９１号） 

東側：幅員約３.７ｍ（市道二荒坂線） 

南側：幅員約３.５ｍ～５.０ｍ（市道下タ町２号線） 

地価（周辺） ５６，７００円／㎡（平成２７年地価公示(国)） 

 

 

 

 

  

① 国道 291号 ② 本町駐車場 

③ 病院と本町駐車場間の市道 ④ 坂下駐車場 

⑤ 病院南側の市道 屋上からの景色 
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（２）建築物の条件 

対象地内の既存建物のうち、検査棟、本館、新検査棟、医局薬局棟については耐震性

に問題がなく、跡地活用の内容によっては活用が可能です。一方、西棟、東棟は現在の

耐震基準を満たしておらず、跡地活用にあたっては取り壊しが前提となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N

本町駐車場 

坂下駐車場 

医局薬局棟(活用可) 

本館棟(活用可) 

検査棟(活用可) 

新検査棟(活用可) 

東棟(活用不可) 

西棟(活用不可) 

建築年 構造 階数
延べ面積

（㎡）
建築面積

（㎡）
耐震改修 借地状況

検査棟 H17年 軽量鉄骨造 地上２階 433.16 216.58
新耐震基準
以降の建物

混在

本館棟 H2年
鉄筋コンク

リート造
地下１階
地上５階

3,905.57 988.91
新耐震基準
以降の建物

自己保有

新検査棟 S63年
鉄筋コンク

リート造
地下１階
地上４階

1,699.85 482.91
新耐震基準
以降の建物

借地

医局薬局棟 S57年
鉄筋コンク

リート造
地下１階
地上３階

851.82 234.43
新耐震基準
以降の建物

自己保有

西　棟 S55年
鉄筋コンク

リート造
地下2階
地上８階

7,754.56 951.39 未 借地

東　棟 S44年
鉄筋コンク

リート造
地下１階
地上８階

5,189.00 717.48 未 自己保有

19,833.96 3,591.70 - -合    計

棟名



7 

３．計画対象地付近の現況と位置付け 

（１）対象地付近の現況 

① 人口の動態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

98.8%

96.4% 96.9%

95.3%

92.3%

90.1%
89.1%

84.4%

86.0%

100.0%
99.2%

98.3%
98.0%

97.3% 96.7%
95.9%

94.6%
94.0%

92.9%

80%

82%

84%

86%

88%

90%

92%

94%

96%

98%

100%

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

人口（本町１、２丁目） 人口（全市）

グラフ 過去 10年間における本町と全市の人口推移 

（住民基本台帳、各年 3月 31日時点） 

グラフ 老年人口比率の長期推計 

（小千谷市人口ビジョン調査分析中間報告書より） 

・本町１･２丁目、全市ともに人口は年々減少しているが、全市より本町１･２丁目の

方が減少率は大きい 

・小千谷市全体の老年人口比率は、2010年(平成 22年)の 28.3％から 2050年(平成 62

年)には 40.8％まで上昇し、その後は相対的に減少すると推計されている 

※H17 を 100％とした場合の数値 

※推計条件（国立社会保障･人口問題研究所の条件に準じる） 

・出生数、死亡数は近年の傾向を踏まえる 

・純移動率（人口総数に対する５年間の社会動態による人

口増減数の率）は、2015～2020 年までは 1/2、それ以降

は一定 
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② 商業の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 交通の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

92.1%
84.3%

74.2%

88.4%

76.2%
69.2%

100.0%

94.8%

81.5%

56.4%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

商店数 従業者数 年間商品販売額

・小千谷市の小売商業施設は国道 117号沿道を中心に立地（10頁の分布図を参照） 

・計画対象地付近の商店街(本町商店街及び平成商店街)では、商店数、従業員数、年

間商品販売額がいずれも減少しており、空き店舗も目立つ 

・計画対象地付近のバス停には、10系統、164便(平日 1日あたり上下の合計)の路線

バスが運行しており、ＡＭ６～８時のピーク時には 12.3便/hと多頻度に運行 

グラフ 商店街（本町＋平成）の商店数、従業者数、販売額の推移 

（商業統計調査及び経済センサス） 

※H14 を 100％とした場合の数値 

図 路線バス系統図 
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④ 公共公益施設の状況 

 

 

 

 

 

 

表 公共公益施設一覧（分布状況は 10頁の分布図を参照） 

施 設 名 建築年 
敷地面積 

(㎡) 

建築面積 

(㎡) 

延床面積 

(㎡) 
構造 

耐震性能 

の有無 

市役所本庁舎 Ｓ４４ 10,946 1,345 5,046 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ４階 有 

市役所分庁舎 Ｓ６１ 1,497 641 641 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋 有 

図 書 館 Ｓ５２ 1,420 791 1,652 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階 無 

教育センター Ｓ４８ 323 137 441 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階 有 

総合体育館 H８ 39,800 6,602 11,240 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

一部鉄骨３階 
有 

健康センター Ｓ５４ 3,013 492 1,005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ２階 有 

総合福祉センター 

サンラックおぢや 
H４ 4,672 1,543 3,134 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階 有 

西保育園 Ｓ５０ 2,482 449 689 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ２階 有 

北保育園 Ｓ４９ 1,204 356 538 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ２階 有 

南保育園 Ｓ５４ 2,364 474 776 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ２階 有 

子育て支援センター

わんパーク 
Ｈ６ 731 258 546 軽量鉄骨２階 有 

市
民
会
館 

大ホール 

Ｓ４８ 1,764 

1,192 

3,033 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ４階 

（一部３階） 

補強工事の 

予定あり 

会議室 1,444 

その他 396 

学童保育あおぞら 会議室を使用 

楽
集
館 

ホール 

Ｓ６３ 13,471 

156 

2,041 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階 有 学習室 216 

交流展示室 48 

サ
ン
プ
ラ
ザ 

大ホール 

Ｓ５７ 5,532 

476 

3,971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階 有 会議室 209 

その他 3,286 

錦鯉の里 Ｈ１ 2,532 598 598 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ平屋 有 

 

⑤ 景観の状況 

 

 

 

 

 

  

・図書館は新耐震基準(S56)以前に建てられたため、耐震性能が不足 

・楽集館や分庁舎など文化財や古文書等を収集、保管する施設はあるが、活用できる

郷土資料館的な施設がない 

・都市計画公園が４箇所、都市公園が 10箇所整備されているが、計画対象地付近には

公園がない（10頁の分布図を参照） 

・計画対象地南側の道路や病院屋上から

越後三山(八海山、越後駒ヶ岳、中ノ

岳)や朝日山、信濃川などの自然景観

を眺めることが出来る 

写真 病院屋上から見た朝日山と信濃川 
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図 都市機能分布図（商業施設、公共公益施設、公園） 
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（２）対象地付近の位置づけ 

① 小千谷都市計画マスタープラン（平成 25年３月）における位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 小千谷市全体の都市づくりのテーマ ◆ 

個性が輝く創造と交流の都市 小千谷 

◆ 小千谷総合病院跡地付近の将来都市像 ◆ 

・本町周辺は、商業・業務機能の強化を図るとともに、小千谷総合病院跡地を有効

活用し、本市の中心市街地にふさわしい賑わいのある拠点づくりを進めます。 

 
◆ 小千谷総合病院跡地に係るまちづくり方針 ◆ 

・既存商店街やサンプラザ一帯の中心市街地では、本市の顔となる場所として、ま

た、地域生活の拠点となる場所として、商店街の活性化を図りながら、歴史や伝

統文化、自然を活かした魅力づくりを図ります。 

○商店街の活性化（魅力ある商店街づくり、空き店舗対策等） 

○空き家や空き地等を利用した身近な憩いや交流の場づくり 

○小千谷総合病院跡地の活用の検討 

○商店街の景観整備 

○楽しみながら安心して歩ける歩道空間の整備、花や緑等による演出 
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② 「まちづくりに関する市民意向調査」における市民ニーズ 

調査概要  実施期間：平成 25年 10月～11月 

      対象者 ：市内に住む 20歳代～70歳代の男女 

      回収票数：524票（回収率 52.4％） 

 

◆中心市街地への来訪頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中心市街地に訪れる目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・中心市街地に週１回以上訪れる方は、20歳代、60歳代、70歳代で５割を超える 

・一方、30歳代、40歳代の４割程度が、中心市街地にほとんど行かない 

・全ての年代で「買い物や飲食」、「銀行や郵便局の利用」を目的とする方が多い 

・70歳代は「通院」を目的とする割合が他の年代よりも高い 
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◆中心市街地に望ましいまちの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中心市街地に望ましい施設整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・全体的な傾向としては、「多くの人を集め、賑わいや交流が生まれるようなまち」

が最も多い 

・次いで多いのは、50歳代から 70歳代が「高齢者等が安心して暮らせるようなま

ち」、20 歳代から 40 歳代が「子育て環境が充実し、安心して子育てできるよう

なまち」 

・全体的な傾向としては、大差はないものの「複合商業施設」を望む方が最も多い 

・30歳代では「子育て施設」、70歳代では「高齢者福祉施設」の割合が他の年代よ

りも高い 
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③ 「小千谷総合病院跡地利用についてのアンケート調査」における市民ニーズ 

調査概要  実施期間：平成 25年 12月 

      対象者 ：本町町内の全世帯 

      回収票数：198票（回収率 70.2％） 

 

◆本町に望ましいまちの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本町に望ましい施設整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.3%

7.0%

9.6%

30.5%

2.7% 多くの人を集め、賑わいや

交流が生まれるようなまち

子育て環境が充実し、安心

して子育てできるようなま

ち

文化や芸術を通じて、人を

育むようなまち

高齢者等が安心して暮ら

せるようなまち

スポーツ等を通し、健康的

にすごせるまち

6.7%
8.2%

21.1%

12.7%

14.5%

3.3%

10.8%

2.9%

6.5%

10.6%

2.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

・「高齢者福祉施設」が最も多く、次いで「文化施設」、「公共サービス施設」が多い 

・「多くの人を集め、賑わいや交流が生まれるようなまち」が最も多く、次いで「高

齢者等が安心して暮らせるようなまち」が多い 
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４．跡地活用の基本的方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 市民ニーズ ― 

◆まちづくりに関する市民意識調査 

(実施期間：平成 25年 10～11月、対象者：市内在住 20～70歳代、実施主体：小千谷市) 

・中心市街地に訪れる頻度は、20 歳代、60 歳代、70 歳代で５割を超える一方、

30歳代、40歳代の４割程度が、中心市街地にほとんど行かないと回答 

・中心市街地に訪れる目的は、「買い物や飲食」、「銀行や郵便局の利用」の場合

が多くを占めるが、70歳代は「通院」を目的とする割合が他の年代より高い 

・中心市街地に望ましいまちの姿は、「多くの人を集め、賑わいや交流が生まれ

るまち」が最も多い 

・次いで多いのは、50 歳代から 70 歳代が「高齢者等が安心してくらせるような

まち」、20歳代から 40歳代は「子育て環境が充実し、安心して子育てできるよ

うなまち」 

・中心市街地に望ましい施設整備は、大差はないものの「複合商業施設」が最も

多く、また、30歳代では「子育て施設」、70歳代では「高齢者福祉施設」の割

合が他の年代より高い 

◆小千谷総合病院跡地利用についてのアンケート調査 

(実施期間：平成 25年 12月、対象者：本町全世帯、実施主体：本町町内会･商店街振興組合) 

・本町に望ましいまちの姿は、「多くの人を集め、賑わいや交流が生まれるまち」

が最も多く、次いで「高齢者等が安心してくらせるようなまち」が多い 

・本町に望ましい施設整備は、「高齢者福祉施設」が最も多く、次いで「文化施

設」、「公共サービス施設」が多い。 

コミュニティの充実 

による賑わいづくり 

緑のある憩い空間の不足や市民ニー

ズを踏まえ、多様な人が集い、休息で

きるコミュニティ施設を配置する。 

公共施設の充実による 

賑わいづくり 

公共施設の老朽化、文化活動や行政

サービスへのニーズを踏まえ、市民ら

の豊かな生活を支える公共施設を配置

する。 

 

 

 

 

「賑
わ
い
・
交
流

・
憩
い
の
創
出
」 

現状と課題、上位計画による位置づけ、市民ニーズ 活用にむけた視点（方向性） 想定される導入機能 跡地の

役割 

商業機能等の充実による 

賑わいづくり 

購買力の低下や空き店舗の増加によ

る中心市街地の活力低下、市民ニーズ

を踏まえ、魅力のある商業施設等を配

置する。 

住みやすさの充実による 

賑わいづくり 

高齢者支援や子育て支援へのニーズ

を踏まえ、高齢者がいきいきと生活す

るため、また、子育て世代が安心して

暮らすために必要な住宅施設や医療福

祉施設を配置する。 

― 現状と課題 ― 

・計画対象地付近の人口は減少傾向にあり、全市の傾向より減少率が高い 

・全市的に高齢化の著しい進展が予想される 

・小売商業施設は国道 117号沿道を中心に立地し、中心商店街の購買力が低下 

・中心商店街の店舗数や従業者数、販売額はいずれも減少し、空き店舗も目立つ 

・路線バスが多頻度で運行しており、公共交通の利便性に優れた立地 

・図書館は耐震性能が不足し、健康センターは老朽化が進んでいる。また、文化

財・古文書等を収集・保管する施設はあるが、郷土資料館的な施設がない 

・計画対象地付近に公園がなく、まちなかに緑や休息の場が不足 

・計画対象地から望める自然景観は資源の一つ 

― 都市計画マスタープランにおける位置づけ ― 

・本市の顔となる場所として、また、地域生活の拠点となる場所として、商店街

の活性化を図りながら、歴史や伝統文化、自然を活かした賑わい拠点を形成 

・公 園 

・広 場 

・交流施設 
(ギャラリー、多目的室等) 

・図書館 

・健康センター 

・郷土資料館 

・住宅施設 
 (高齢者住宅、子育て世代住宅) 

・高齢者福祉施設 
 (通所型、入所型) 

・子育て支援施設 
 (保育園、子育て支援ｾﾝﾀｰ等) 

・医療施設(クリニック等) 

・商業施設 
 (複合商業施設、飲食店、 

コンビニ等) 

・宿泊施設 
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５．先進地視察の結果報告 

（１）先進地視察の目的 

都市としての人口規模や地理的条件、また、敷地規模が似ている岩手県紫波町の「オ

ガールプラザ」を視察し、図書館や民間テナントなどで構成される官民複合施設として

の作り方や運営方法、担い手の関わり方などを学び、機能複合のイメージを膨らませる

ことを目的に先進地視察を実施しました。 

（２）実施概要 

○ 日 時   平成２７年１１月４日(水)、５日(木) 

○ 場 所   オガールプラザ（岩手県紫波郡紫波町紫波中央駅前２丁目） 

 

○ 参加者   検討委員９名、図書館職員２名、事務局４名 

エリア全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）視察のまとめ（ポイント） 

○図書館を核とした幅広い取り組みの展開 

・企画展示、連携企画(広場と連携したビアフェストなど)、農業のビジネス支援 

○施設の複合化による相乗効果 

・カフェを利用した人がちょっと覗いてみようかと図書館に訪れる 

・広場や飲食店があり、ファミリーで訪れて一日過ごすことができる 

○担い手としての市民の関わり 

・キーパーソンの存在が様々なプロジェクトを展開するきっかけに 

・連携企画は町民等からの提案を受けて実施 

○民間活力の導入 

・第３セクターが官民連携のエージェントとして機能 

・設計に関するアイデア提案の募集、事業者選定コンペの２段階で事業者を募集 

○身の丈に合ったリスクの少ない不動産開発 

・商圏としてのポテンシャル、誘致可能なテナント数などを踏まえた施設計画 

・想定利回りの実現できる工事価格の設定（華美、過大な施設は作らない） 
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（４）視察の記録 

視察①「図書館(情報交流館)コース」 

日  時    平成２７年１１月４日(水) １４：００～１６：００ 

視察内容    プレゼンテーション 60分、質疑応答 15分、館内視察 45分 

プレゼン内容  オガールプロジェクトにおける図書館の役割 

図書館の概要 

情報交流館(図書館＋地域交流センター)の概要 

 

◆プレゼンテーション（紫波町情報交流館･図書館 工藤館長、堀内氏） 

（以下、ポイントのみ） 

○オガール地区はまちの繋がりを意識して開発(紫波

中央駅⇔オガール⇔農村集落) 

○オガールプラザは、施設の建設、所有、維持管理を

目的に設立されたオガールプラザ㈱が事業主体 

○紫波町が運営する図書館･交流館の管理運営費は、

オガールプラザからの借地料、固定資産税、施設利

用者の使用料、寄付によりその一部を賄っている 

○建物構造は木造を基本とし、天井を設けないなど建設コストを抑制 

○企画展示や連携企画(ビアフェスト、夜のとしょかん等)を幅広く展開 

○紫波町の基幹産業である農業のビジネス支援も実施 

○図書館の利用者は 40代、30代、小学生の順で多い 

○自動貸出機、取り置きした図書を時間外に貸し出しできる貸出ロッカーが有る 

 

◆質疑応答 

・地域交流センターの音楽スタジオはどのように利用されているか。 

→軽音楽(バンド等)での利用が最も多く、ピアノやバイオリンの発表会前の練習場と

しても利用されている。また、企業の面接会場として使われることもある。 

・図書館で開催されている連携企画の回数は。 

→連携企画は町民から提案を募って開催しており、年間 11回である。 

・図書館の登録者数は 30代、40代が多いがその理由は。 

→ファミリーで訪れて一日過ごすといった滞在型の使われ方が認知されてきた。 

・小学生の利用が多いが、どのような手段で訪れるのか。 

→オガールプラザ内にある子育て応援センター「しわっせ」では学童保育を行ってい

る。また、週末はファミリーで訪れることが多い。 

・選書を行っている図書館司書は紫波町出身の方か。 

→全国で経験のある方で、県外出身である。 

・図書館が実施する事業は公民館事業に近い感じがあるが、公民館事業とのすみ分けは

図られているのか。 

→公民館は地域の生涯学習の場であるが、図書館は町外からの利用も視野に取り組ん
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でいる。 

・オガールプラザに訪れた方の多くが図書館にも足を運んでいるがその理由は。 

→複合型の施設であることが一番の要因である。カフェを利用した人がちょっと覗い

てみようかといった相乗効果が生まれている。 

→これまで紫波町にはなかったサードプレイス（自宅と職場の中間にある居場所）の

役割を果たしている。 

・オガールプラザ前の広場、居酒屋との併設がとても印象的である。 

→広場では、あずまやで学生が勉強したり、休みの日は朝からバーベキューを楽しむ

など、様々な使い方がなされている。 

→居酒屋はオガールプラザの稼ぎ頭である。公共施設と居酒屋の複合はＰＰＰのなせ

る業であり、行政主体では難しいと思われる。 

・テナントは地元企業が多いのか。 

→テナントは町外の企業である。 

→オガールプラザでは 100人、オガールベースでは 70人の新規雇用が創出された。 

・洗練されたデザインも印象的である。 

→都市計画、建築、ランドスケープ及び情報デザイン４分野の専門家によるデザイン

会議の存在が大きい。 

 

視察②「オガール標準コース」 

日  時    平成２７年１１月５日(木) ９：３０～１１：４５ 

視察内容    プレゼンテーション 75分、質疑応答 15分、エリア内視察 45分 

プレゼン内容  オガール紫波㈱の概要 

オガールプラザ、オガールベース、オガールタウンの概要 

 

◆プレゼンテーション（オガール紫波㈱ 元職員 中村氏） 

（以下、ポイントのみ） 

○オガールプロジェクトの開発理念『都市と農村の

暮らしを「愉しみ」、環境や景観に配慮したまちづ

くりを表現する場にする』 

○エリア内施設の概要は以下の通り 

Ａ街区 オガールベース(H26.7オープン) 

事業主体：オガールベース㈱ 

   Ｂ街区 オガールプラザ(H24.6オープン) 

事業主体：オガールプラザ㈱、紫波町(完成後、図書館等を買取) 

   Ｃ街区 役場庁舎(H27.5オープン) 

事業主体：紫波町（PFI手法を活用） 

   Ｄ街区 エネルギーステーション(H26.7完成) 

        事業主体：紫波グリーンエネルギー㈱ 

   その他 オガールタウン(H25秋から販売し 57戸中 17戸契約) 事業主体：紫波町 

       岩手県ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰ(H23.4オープン) 事業主体：(社)岩手県ｻｯｶｰ協会 
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○請願駅である紫波中央駅の開業(H10.3)が事の始まり 

○首長のリーダーシップ、キーパーソン岡崎正信氏の存在が、長年塩漬けであった町有

地 10.7haの利活用を含めたプロジェクトを動かす 

○官と民が連携するためのエージェントとして第３セクター「オガール紫波㈱」を設立 

○「町民の財産である町有地を安売りしない」ことを目的に、不動産としての価値を高

めることを重要視 

○従来手法とは反対の逆算方式でリスクの少ない不動産開発を実践 

①商圏としてのポテンシャルや家賃相場を確認・調査した上でテナント誘致 

②容積率を条件とするのではなく、テナントの入居等に必要な床面積を設定 

③想定利回りの実現できる工事価格を設定（華美、過大な施設は作らない） 

○事業主体のうち、オガールプラザ㈱は特別目的会社であるが、その他は純然たる民間 

 

◆質疑応答 

・エネルギーステーションから供給される熱を道路や駐車場の融雪に利用しているか。 

→エネルギーステーション導入後に整備されたオガールベース、役場庁舎、オガール

タウンのみで利用されている。 

・オガールプロジェクト開始から現在までの紫波町の支出額はどの程度か。 

→約 60億円であり、そのうち役場庁舎建設に 33.8億円、残りはインフラ整備、オガ

ールプラザ中央棟の買取などに要した。 

・税収としてどの程度の効果があったか。 

→建物ごとに異なるが、オガールプラザでは固定資産税が 280万円、その他地代収入

もある。オガールベースはまだ課税されていない。 

・役場庁舎のＰＦＩ事業で採用した事業方式は何か。 

→ＢＴＯである（建設・資金調達を民間が担って、完成後は所有権を公共に移転し、

その後は一定期間、運営を同一の民間に委ねる方式）。 

・各事業主体の株式の構成は。紫波町はどの程度関わっているのか。 

→オガールプラザ㈱は紫波町とオガール紫波㈱が出資している。その他は民間企業で

あり、紫波町は関与していない。 

・業者の選定、契約はどのような形で行ったのか。 

→業者の選定は、「設計業務に関するアイデア提案の募集(ＲＦＱ)」、「事業者選定コ

ンペ(ＲＦＰ)」の２段階で実施し、選定された業者と事業主体が随意契約を結んで

いる。 

→紫波町が図書館等を買い取る際は不動産鑑定士の指導を仰いだ。 
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現 地 写 真 

外 観 

 

 

 

 

 

 

 

広場等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ街区『オガールベース』 

・オガールイン（ビジネスホテル） 

 

 

 

 

 

 

 

・ＡＲＥＮＡ（バレーボール専用体育館） 

 

 

 

 

 

 

オガールベース オガールプラザ 
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Ｂ街区『オガールプラザ』 

・図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域交流センター 
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・紫波マルシェ 

 

 

 

 

 

 

 

・その他（子育て応援センター「しわっせ」、民間テナント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役場庁舎 オガールタウン 岩手県フットボールセンター 
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６．市民ワークショップの結果報告 

（１）市民ワークショップの目的 

病院跡地における図書館を核とした使い方や過ごし方、関わり方について市民の方か

らアイデアをいただき、今後の施設計画の参考にすること、また、ワークショップを通

じて、病院跡地の利活用や本町商店街、西小千谷地区のまちづくりに対する関心や期待

感を高めるとともに、施設の利用や運営の担い手育成のきっかけにすることを目的にワ

ークショップを開催しました。 

 

（２）開催概要 

○ 日 時   平成２８年１月９日(土) １３：３０ ～ １６：３０ 

○ 場 所   サンプラザ３階大ホール 

○ 主催者   西小千谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会 

○ 参加者数  ８９名 

（内訳 中学生 4名、高校生 14名、大学生 1名、一般 61名、検討委員 9名） 

○ ワークショップのテーマ 

 

 

 

 

○ 当日のスケジュール 

13：30－ 

13：35 
開会あいさつ 

13：35－ 

13：55 
これまでの検討経緯、ワークショップの進め方の説明 

13：55－ 

16：25 
ワークショップ 

16：25－ 

16：30 
閉会 

 

  

「図書館 ×
かける

○○」で何が生まれ、どんなことができる？ 
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○ ワークショップの時間割 

13：55－ 

14：20 

テーブルワーク① ２５分 

・『何をしたい？どのように過ごしたい？どう関わりたい？』につい

て、全員に発表していただきます 

・自分の意見、印象に残った他の参加者の意見は、ポストイットカー

ドに記入し、テーブルに貼ってください 

・カフェマスター１人を残し、他の方は別のテーブルに移動します 

※カフェマスターは事前にお願いしてあります。 

14：20－ 

14：25 

テーブル移動 ５分  

テーブルワーク①のメンバーと重複しないように！ 

14：25－ 

14：50 

テーブルワーク② ２５分 

・カフェマスターはテーブルワーク①で出た意見を皆さんに説明して

ください 

・テーブルワーク①と同様、全員が意見を発表し、ポストイットカー

ドに記入してください 

・カフェマスター１人を残し、他の方は別のテーブルに移動します 

14：50－ 

14：55 

テーブル移動 ５分 

 テーブルワーク①のテーブルに戻る！ 

14：55－ 

15：40 

テーブルワーク③ ４５分 

・カフェマスターを含めた参加者全員が、これまでのテーブルワーク

での意見を発表し、皆で共有します 

・各テーブルで「みんなでやってみたいこと」「そのために必要なも

の」を２つとりまとめる 

・本日のまとめとして、皆さんに配布した「まとめシート」に各自記

入してください 

15：40－ 

15：50 
休憩 １０分 

15：50－ 

16：15 

人気投票 ２５分 

・参加者全員のまとめシートを会場内に貼り出すので、自分のシート

以外で最も印象に残ったシートにシールを貼ってください 

16：15－ 

16：25 

ふりかえり １０分 

・本日のワークショップのふりかえり 

  



25 

（３）まとめシートの集計結果 

参加者各自のまとめシートを意見種別ごとに集計した結果は以下の通りです。 

特に、「くつろぐ、ゆっくりする」、「いろんなことができる」、「情報を発信する」、「趣

味を楽しむ」に関する意見を多くいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意 見 分 類 

Ａ．図書館(の中)で○○する(したい) Ｅ．○○しながら△△する 

Ｂ．図書館の本や施設とコラボして○○する Ｆ．図書館とは別に○○する 

Ｃ．図書館に寄ったついでに○○する Ｇ．あてはまらない、枠を突き抜けたい 

Ｄ．図書館に来る人をつかまえて(一緒に)○○する 

　　　   意見分類
意見種別

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 合計

①くつろぐ、
ゆっくりする

7 2 1 0 3 0 0 13

②いろんなこと
ができる

2 1 0 1 1 2 2 9

③情報を発信す
る

0 0 1 1 0 6 0 8

④趣味を楽しむ 4 0 0 0 0 4 0 8

⑤勉強、学習す
る

4 1 0 0 0 1 0 6

⑥景色や自然を
楽しむ

0 1 1 0 0 3 0 5

⑦相談する 0 0 0 0 0 4 1 5

⑧子育てを楽し
む

3 0 0 0 1 1 0 5

⑨体験する 2 1 0 0 0 2 0 5

⑩様々な人達と
交流する

1 0 0 1 1 2 0 5

⑪活動の拠点に
する

0 1 0 0 0 2 2 5

⑫運動する 2 0 0 0 0 1 0 3

⑬その他 2 0 0 1 0 3 3 9

合　計 27 7 3 4 6 31 8 86
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意見種別ごとの主な意見は次の通りです。 

なお、まとめシートに記載されたご意見は、参考資料 36 頁から 44 頁を参照してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①くつろぐ、ゆっくりする 
・ゆっくり本を読む 

・カフェでくつろぐ 

・お酒を飲みながら本を読む 

・座り心地のよいソファに座っておしゃべり 

・景色を眺めながらゆっくりする 

②いろんなことができる 
・利用者の多様なニーズに応じて、様々な使

い方ができる 

・一日居ても飽きない 

・友達と集まって騒ぐ 

・様々な施設を複合する 

③情報を発信する 
・小千谷市の歴史、文化を観光客や市民に紹

介する（西脇順三郎記念館など） 

・観光情報を発信する 

・ミニＦＭ局で手作りの番組を放送する 

・市民向けの情報（災害など）を発信する 

⑥景色や自然を楽しむ 
・展望台から景色を眺める 

・公園でお弁当を食べる 

・遊歩道を散策する 

⑦相談する 
・子育てに関する相談をする 

・子ども、障害者、高齢者など、誰もが困っ

たときに相談できる 

⑤勉強、学習する 
・個人または友達と気軽に学習する 

・子どもに図鑑の動物を実際に見せてあげる 

・カルチャーセンターで習い事をする 

⑧子育てを楽しむ 
・子どもが読み聞かせなどで読書を楽しむ 

・子育て世代同士が情報交換する 

・子どもを通じていろんな人と出会う 

④趣味を楽しむ 
・楽器の練習やミニコンサートを楽しむ 

・ダンスを練習する 

・工作室で大工作業をする 

・料理を作って販売する 

・自分の趣味を発表する 

⑨体験する 
・伝統工芸やロボコンなど様々なものづくり

を体験する 

・親と子どもが一緒に体験する 

⑩様々な人達と交流する 
・世代や国籍を超えて様々な人達と交流する 

※その他キーワードにも交流の要素が多数

含まれています 

⑪活動の拠点にする 
・市民活動や若い人たちの活動の拠点にする 

・貸しオフィスや会議室として利用する 

⑫運動する 
・子どもが元気に遊べる 

・クライミングジムで多世代が運動する 

⑬その他 
・小千谷食べ物博物館 ・いろんな人が立ち寄れるテナント 

・カプセルホテル、ビジネスホテル ・医療モール（個人医院の誘致）  など 
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（４）当日の写真 

○受付 ○会場全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○テーブルワーク（計 12テーブル） 
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○テーブルワーク（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○テーブル移動 ○人気投票 
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７．跡地活用方針 

（１）導入機能について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

核となる機能は“図書館” 

【 導入機能の候補 】 

○ 

公
園
、
広
場 

○ 

交
流
施
設 

○ 

図
書
館 

○ 

健
康
セ
ン
タ
ー 

○ 

郷
土
資
料
館 

○ 

住
宅
施
設 

○ 

高
齢
者
福
祉
施
設 

○ 
子
育
て
支
援
施
設 

○ 

医
療
施
設 

○ 

商
業
施
設 

○ 

宿
泊
施
設 

○ 

淡
水
水
族
館 

○ 

駐
車
場 

【 絞り込みの視点 】 

 

視点１ 導入機能意向調査の結果（参考資料 34頁参照） 

・委員及び関係団体から導入が期待される機能を２案以内（複合施設可）で回答いた

だいた結果、 交流施設、図書館、郷土資料館、商業施設の意見多数 

・単独の機能ではなく機能の複合化を希望 ⇒ 図書館は他機能との複合が可能 

視点２ 導入可能性検証の結果（参考資料 35頁参照） 

・庁内関係課への意見照会、民間事業者へのヒアリングの結果、住宅施設（子育て世

代）、医療施設以外は可能性「有」 

視点３ 跡地の役割「賑わい・交流・憩いの創出」への貢献度 

・図書館の貸出人数は年間約 45,000 人で、返却するだけの人や借りない人も含めれ

ば更に多くの利用者が訪れており、日常的に一定程度の利用が見込める 

・また、年齢や性別等に限定されず、多世代の方が利用できる 

方針１…核となる機能を“図書館”とする 

行政課題 

・現在の図書館は耐震性能の不足、手狭、老朽化といった問題があり、現状のまま施

設を存続させることは困難 
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【 期待される相乗効果 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[参考] その他機能のイメージ（市民ワークショップでいただいた意見より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

方針２…機能(施設)を複合することにより相乗効果を生み出す 

図書館 × その他機能 

中心市街地や 

西小千谷地区全体の活性化 

利用者数の増加 

様々な交流空間の創出 

使い方や過ごし方の多様化 

滞在時間の長時間化 など 

意見種別 やってみたいこと 機能(施設) 

くつろぐ、 

ゆっくりする 

いろんなことが

できる 

情報を発信する 

趣味を楽しむ 

ゆっくり本を読む カフェ 

利用者の多様なニーズに応じ

て、様々な使い方ができる 
多目的スペース 

小千谷市の歴史、文化を観光

客や市民に紹介する 

交流館 

西脇順三郎記念館 

楽器やダンスを練習する 
防音処理された 

練習スタジオ 

 

 

 

 

 その他 

機能 
その他 

機能 

その他 

機能 
その他 
機能 

核となる 

導入機能 

一日いても 

飽きないね 

いろんな人

に出会えて

楽しいね 

気軽に立ち

寄れるね 

また来た

くなるね 
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写真 ｵｶﾞｰﾙﾌﾟﾗｻﾞの連携企画 

「絵本の中のクッキング」 

（出典：紫波町ＨＰ） 

（２）実現に向けたポイント 

◆担い手としての市民等の関わり 

新たな施設が輝きを放つためには、市民や市民団体の

方が各々のニーズに応じて施設を使いこなしていくこ

と、また、そのために管理運営に主体的に関わることが

必要と考えます。 

市民ワークショップでは、老若男女たくさんの方に参

加いただき、病院跡地の活用や今後の本町商店街、西小

千谷地区のあり方に対する高い関心が覗えました。 

今後は、この関心の高さを活かして、意欲ある市民等

が施設の担い手として積極的な関わりを持てるような

仕組み、さらには、主体的に関わる人材を育成、発掘する仕掛けづくりの検討が望ま

れます。 

◆民間活力との連携 

人口減少、少子高齢化の進展に伴い、小千谷市の財政を取り巻く状況は厳しくなる

ことが予想されます。そのような中、図書館を核とした施設を存続させていくために

は、民間事業者の施設経営の視点を取り入れ、自立した施設とすることが重要です。 

そのため、今後の計画、実施、管理運営の各段階において民間事業者のノウハウ等

を活かせる仕組みづくりを検討するなど、民間活力との連携を視野に入れて取り組む

ことが望まれます。 

◆身の丈に合った施設整備 

利用者やサービス提供側の需要、見込まれる収入に対

して過大な施設を作った場合、いずれ破綻を迎えてしま

うことが容易に想像できます。 

今後の施設計画にあたっては、需要を充分に踏まえ、

造り方に工夫を凝らすことによって、身の丈に合ったリ

スクの少ない施設整備を目指すことが望まれます。 

◆誇りの持てる空間づくりの実現 

前述の３つのポイントを踏まえ、多様な使い方や過ごし方、活かし方が体現でき、

市外にも誇れる施設にすることが望まれます。 

◆敷地や既存建物の適切な取り扱い 

現在の小千谷総合病院の敷地は、病院の自己所有地と借地が混在しており、また、

既存建物の中には新耐震基準を満たし構造的には利用可能なものもあります。 

これら敷地や既存建物の取り扱いについては、今後具体化する施設計画や市の財政

状況などを踏まえる中で適切に判断することが望まれます。 

  

写真 オガールインの内装 
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参考資料 

■ 西小千谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会委員名簿 

 

① 選定方法（市長委嘱） 

② 選任年月日（平成 27年 5月 18日） 

③ 任期満了日（平成 28年 3月 31日） 

④ 定数（12人以内） 

⑤ 根拠法令（西小千谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会設置要綱） 

 

区 分 氏  名 勤務先又は職業等 

学 識 経 験 者 澤田 雅浩 
長岡造形大学 

准教授 

各 種 団 体 の 

代 表 者 

高野 邦子 
小千谷商工会議所 

副会頭 

中町 英明 
本町商店街振興組合 

理事長 

吉原 康幸 
越後交通㈱小千谷営業所 

所長 

本田  均 
小千谷市社会福祉協議会 

事務局長 

高橋 重尚 
小千谷青年会議所 

理事長 

藤田  仁 
㈱北越銀行小千谷支店 

支店長 

西脇 英郎 
西小千谷地区町内会長協議会 

会長 

関  昭夫 
東小千谷地区町内会長協議会 

東栄町内会長 

そ の 他 

委 員 

鈴木 進五 鈴木英数教室 

高野 千佳子 高留商店 

中野 秀光 
地域活性化・健康事業コンソーシアム 

理事長 
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■ 西小千谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会設置要綱 

（平成 27年 5 月 14日 告示第 86号） 

（設置） 

第 1条 本市の西小千谷地区の市街地まちづくり基本計画を策定するため、西小千谷地区市街

地まちづくり基本計画検討委員会(以下「委員会」という。)及びその補助機関として西小千

谷地区市街地まちづくり基本計画検討委員会幹事会(以下「幹事会」という。)を設置する。 

（職務） 

第 2条 委員会は、西小千谷地区市街地まちづくり基本計画策定に関する事項について調査及

び審議するものとする。 

2 幹事会は、西小千谷地区の市街地まちづくり基本計画策定に必要な調査及び研究を行うも

のとする。 

（委員会） 

第 3条 委員会は、12人以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 各種団体等を代表する者 

(3) その他市長が選考した者 

3 委員の任期は平成 28 年 3 月 31 日までとする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

4 委員会に、委員長及び副委員長 1人を置く。 

5 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

6 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

7 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 

（幹事会） 

第 4条 幹事会は、幹事長及び幹事をもって構成する。 

2 幹事長は、副市長をもって充てる。 

3 幹事は、企画政策課長、総務課長、危機管理課長、社会福祉課長、保健福祉課長、商工観

光課長、建設課長、生涯学習スポーツ課長、地域振興課長の職にある者及び市長が指名する

者をもって充てる。 

4 幹事長は、幹事会を代表し、会務を総理する。 

5 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故あるときはその職務を代理する。 

（委員会の会議） 

第 5条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

2 委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

3 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

4 会議は、必要に応じ、幹事会と合同で開くことができる。 

（幹事会の会議） 

第 6条 幹事会の会議は、幹事長が招集し、幹事長が議長となる。 

2 幹事会の会議は、幹事の過半数が出席しなければ開くことができない。 

（専門部会及び作業部会） 

第 7条 幹事会は、その担当する事務のうち特定の事項を処理するため、必要に応じて専門部

会及び作業部会を置くことができる。 

（庶務） 

第 8条 委員会及び幹事会の庶務は、建設課において処理する。 

（委任） 

第9条 この要綱に定めるもののほか、委員会及び幹事会の運営に関し必要な事項については、

委員会及び幹事会が定める。 

附 則 

この要綱は、平成 27年 5月 14日から施行する。 

  



34 

■ 導入機能意向調査の結果一覧 

・委員及び関係団体から、導入が期待される機能を２案以内で回答。（複合施設可） 

・下表は導入機能の意見の多かった順に記載してある。 

 
 

導入機能 委員及び関係団体の意見 

交流施設 

・小規模の発表の場、多目的ホール、ギャラリー(幼･小･中･高、サ

ークル等) 

・国際交流の場(外国人研修生、錦鯉バイヤー、留学生等) 

・情報発信の場(飲食店の新商品の PR、外国人向けの情報) 

・楽集館のような生涯学習の場 

・セミナー、キッチンスクール等の多目的ルーム 

図書館 

・日本一の図書館をコンセプトにカフェ、レストラン、レンタルル

ームなどを併設したどこにもない図書館 

・特定分野に特化した図書館 

・幼児用の絵本室(子育て支援も兼ねる) 

・アーケードがあることで利便性が向上 

・市民の理解が容易で、人が集まる 

郷土資料館 
・図書館を核として併設する 

・西脇順三郎記念館 

商業施設 
・カフェ（図書館併設）、コンビニ、レストラン 

・フードコート、ラーメン博物館等 

健康センター 
・基幹型相談支援センター(乳幼児、高齢者、障害児･者の相談支援

窓口の一本化) 

住宅施設 
・高齢者住宅や子育て世代住宅 

・賃貸住宅や分譲 

宿泊施設 
・ビジネスホテル 

・簡易な宿泊施設（レンタルルーム） 

公園、広場 
・中心市街地の憩いの場、信濃川や山本山が見える公園 

・四季を通じたイベントの開催 

子育て支援施設 
・子育て支援センター 

・児童館 

淡水水族館 
・信濃川水系の生物や世界の大河に住む魚、生物の紹介 

・ＣＧによる川下り体験施設 

駐車場 ・坂下駐車場の高低差を活かした立体駐車場 

医療施設 
 

 

高齢者福祉施設 
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■ 導入可能性検証の結果一覧 

 庁内関係課への意見照会の結果  民間事業者ヒアリングの結果 
 

導入機能 
導入可能性 

必要延床面積 
既存建物の活用可能性 補助 

の有無 
実現に向けた課題等 

有無 備 考 有無 備 考 

公園、広場 有 
・街区公園 

・イベント広場 
約 2,500 ㎡(街区公園) － － 有 

・公園の整備･管理運営に一層の市民参加が必要 

・イベント広場とする場合は平常時の利用が見込めないため、複合整備が前提 

交流施設 有 － 約1,000㎡(補助対象面積) 有 － 有 ・具体的にどのような機能を入れ込むか検討が必要 

図書館 有 － 
約 3,200 ㎡ 

(うち 900㎡は西脇順三郎記念室) 有 
・ゆとりあるスペースや館内の静寂

性･照度の確保、利用者の出入りの

管理、災害時等への対応等が課題 
有 

・カウンターから本棚までの移動しやすい動線が必要 

・広い閉架書庫や資料の保管スペース、バックヤード、作業スペース等が必要 

・問合せや住民票交付に対応する職員の配置が必要 

健康センター 有 － 約 2,200 ㎡ 有 
・４階の大会議室は共有貸出スペース

として利用 無 
・駐車スペースの確保と整備が必要（検診車と来場者駐車場の配置等に留意） 

・事業に必要な設備の確保について検討が必要 

・市役所本庁との連携事務について、これまでと同様の対応は困難 

郷土資料館 有 － 約 1,500 ㎡ 有 
・“小千谷縮”の技術伝承の場として

木造施設 200㎡が別途必要 有 
・旧法務局に収蔵庫を整備済みのため、展示をメインとしたスペースを確保 

・博物館法に準ずる施設であれば補助対象 

住宅施設 

無 
・子育世代住宅 

(一般の分譲住宅) 
－ － － － 

・地価が高いため(約 19万円/坪)、分譲住宅は難しい 

・既存建物を活用して賃料を抑えれば、低所得者やｼﾝｸﾞﾙﾏｻﾞｰの需要は考えられる 

有 ・高齢者住宅 

約 6,600 ㎡(2,000 坪) 

※福祉施設等を併設した場合 

※敷地の整形化が必要(最低で

も国道 291 号に面する部分) 

有 
・住宅施設の基準を満たすことができ

れば可能 有 

・サービス付き高齢者住宅の需要は高い 

・高齢者福祉施設(グループホーム、デイサービス)、子育て支援施設(未満児保育、学

童クラブ)、障害者福祉施設(グループホーム)、公共施設(図書館等)との併設が有効 

・特に公共施設との併設はプロジェクトの信頼性が高まる（ただし、管理運営の面で別

棟が望ましい） 

高齢者福祉施

設 有 
・特別養護老人ホーム 

・デイサービス 
－ 有 － 有 

・現在、まちなかに立地する高齢者福祉施設は少ない 

・行政の事業計画への位置づけが必要 

・補助対象は通所施設のみ 

子育て支援施

設 有 
・児童館 

・子育て支援施設 

約 1,000 ㎡(児童館) 

約 1,300 ㎡(子育て支援) 
有 

・柱の位置により間取りの制約が発生 

・上階への動線の検討が必要 

・フロアの見通しが悪い 
有 

・複合施設の場合はセキュリティが課題（入口に事務室や受付が必要） 

・新たに職員配置が必要 

・屋内の軽運動場や屋外ひろばの確保が課題 

医療施設 無 ・クリニックモール － － － － ・既存医療機関との競合などの課題があり、医者集めが難しい 

商業施設 有 
・核施設に併設するﾄﾞ

ﾗｯｸﾞｽﾄｱ、カフェ 
－ － － － 

・ドラッグストア程度を核となる施設に併設、図書館にカフェを併設する程度であれば

可能性はある 

・複合商業施設(例えばスーパー＋飲食店＋ドラッグストア)を整備するのであれば街区

全体の大規模開発が必要と思われるが、合意形成が困難 

宿泊施設 有 ・ビジネスホテル － － － － 
・現在既存のビジネスホテルは錦鯉のバイヤーによる需要があるうえ、立地的な面から

さらなる需要は見込める。 

淡水水族館 有 － 

約 4,000 ㎡(敷地面積) 

(公立博物館の設置及び 

運営に関する基準より) 

有 － 有 

・補助要件に該当させるためには大規模な施設整備が必要 

・公共による運営では教育性が重視されるため、集客性を重視する場合はエンターテイ

メント性が期待できる民間運営が適している 

・小さな水族館では月 900万円程度、大きな水族館では数千万円の維持管理費が必要 

※太線…導入可能性のないもの 
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■ 市民ワークショップ まとめシート一覧 
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まとめシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日一番“いいな”と思った意見は？ 

自分がやってみたいことは？ 

出来るだけ

大きな字で
簡潔に！ 

具体的なイ

メージなど

補足したい
ことを 

どんな施設があれば、上記を実現できそうですか？ 

図書館 

 

氏 名               

具体的なイ

メージなど

補足したい

ことを 

出来るだけ

大きな字で

簡潔に！ 


